
　放射線リスクコミュニケーション相談員支援セン
ター（以下、放射線リスコミセンター）では、児童・
生徒・学生を対象に、放射線に関する科学的な知識の
定着、福島第一原子力発電所事故後の取組や復興の状
況について理解を深め、児童・生徒が自ら考え、判断・
行動し、自分の考えを主張する力を育成するための放
射線教育支援を行っています。
　東日本大震災と福島第一原子力発電所事故から年月
が経ち、現在の子どもたちの多くは震災当時の記憶を
持たない世代となりました。そのため、放射線に対す
る正しい知識を伝え、根拠のない不安や風評、差別を
防ぐ教育の重要性が高まっています。一方で、学校現
場では教員の多忙化や教員数の減少、経験の差等から、
「どのように授業を進めれば良いか分からない」、「専
門知識やノウハウが必要ではないか」と不安を感じる
声も少なくありません。
　そこで放射線リスコミセンターでは、教員が無理な
く、継続的に放射線教育を実施できるよう、多角的な
支援を行っています。その中でも今回は、「放射線教
育用パッケージ資料」と「紙芝居の貸出し」について
ご紹介します。

【放射線教育用パッケージ資料】
　放射線教育用パッケージ資料は、基礎を学ぶ「コア
資料」と、発展的に学ぶ「オプション資料」の 2つ
で構成されています。コア資料では、放射線に関する
基礎的な知識をまとめており、福島第一原子力発電所
の事故に関する概要や、放射線の性質、身の回りにあ
る放射線、放射線による影響が「量」によって決まる
こと等、放射線に関する基礎知識を、児童・生徒の発
達段階に応じて分かりやすく整理しています。一方、
オプション資料では、日本各地の放射線量や ALPS
処理水の説明資料等、各学校のニーズに応じた発展的
内容を含めて放射線教育を行うことができます。さら
に、GMサーベイメータや環境放射線モニタ「Radi」
等を用いて行う測定実習と組み合わせることで、より

実践的な放射線教育の実施も可能です。

【紙芝居貸出しのご案内】
　放射線リスコミセンターでは、小学校低学年・中学
年向けの紙芝居の貸出しも行っています。この紙芝居
は、専門的な説明や、難しい言葉を使わずに物語を通
して放射線や福島県の経験を学べるよう工夫されてい
ます。
　紙芝居に登場する主人公は「もやもや君」という、
見た目はもやもやしているけど、頭の中がもやもやし
ているのは嫌いな知りたがり屋さんの子どものような
キャラクターです。そんなもやもや君に優しく放射線
のことを教えてくれるのが、姿が見えない「天の声さ
ん」です。両者の掛け合いで物語は進みます。このほ
か、目には見えない放射線を「ほうしゃ君」というキャ
ラクターで表現しています。

放射線教育用資料のご紹介と
低学年用紙芝居貸出しのご案内

パッケージ資料と測定実習の様子

「もやもや君」と「ほうしゃ君」

　この紙芝居は、放射線の科学的性質、福島での震災・
原発事故の経験、復興への歩みという 3つのテーマ
で構成されています。震災や原発事故による避難、除
染作業、地域復興の取組等、福島で起きたできごとを
伝える内容となっています。さらに、担任の先生が自
身の体験や思いを交えて読み聞かせることで、児童が
福島の問題をより身近に感じ、理解を深められるよう
工夫されています。
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　紙芝居を活用する大きなメリットは、児童にとって
最も身近で信頼できる担任教員が読み聞かせを行うこ

　放射線リスコミセンターの令和 8年度チラシが完
成しました。当センター全体のご案内に加え、車座意
見交換会・福島県来訪予定者向けのご案内の更新を行
い、新たに移住検討者・移住者が放射線について気軽
に相談できるように、移住検討者・移住者向けのご案
内を作成しました。チラシを通して伝えたいことを直
感的に受け取れるような構成となっております。

　福島県内の12市町村を中心とした役所・役場や社
会福祉協議会、移住定住支援センター等にて設置・配
布しています。ぜひお手に取ってご覧ください。また、
ホームページからもご覧いただけます。
　様々な支援内容の中から皆
様の実情やお悩みに合わせて
企画・ご提案いたします。放
射線に関するご相談、不安等
がありましたら、当センター
にお気軽にご連絡ください。

放射線リスコミセンター
令和８年度チラシのご案内

教員による紙芝居読み聞かせの様子

放射線リスコミセンターのご案内
車座意見交換会のご案内

福島県への
来訪予定者向けのご案内

福島県への移住検討者・
移住者向けのご案内

とで、理解度や納得感が高まりやすい点です。特別な
準備を必要とせず、授業経験の差に左右されにくいた
め、どなたでも実施しやすい教材となっています。授
業中には児童の表情や反応を見ながら進められるた
め、理解度を確認しつつ柔軟に授業を進めることがで
きます。
　さらに、児童からよく寄せられる「放射線はどこに
あるの？」、「建物の中にもあるの？」、「放射線の大き�
さは？」といった素朴な疑問に教員が自信を持って答�
えられるよう、Q&A集も用意しています。放射線リ
スコミセンターでは、「完璧な授業」を目指すのでは
なく、「学校で続けられる授業」を大切にしており、
教員が一人で抱え込まずに取り組める環境づくりを進
めています。放射線教育の支援や紙芝居の貸出しにつ
いて、ご興味のある方は、放射線リスコミセンターま
でお気軽にお問い合わせください。
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　放射線リスコミセンターでは、活動内容のご紹介と、
支援を必要とする方へ必要な情報をお届けすることを
目的に、ホームページを開設しています。
　より見やすく、情報を探しやすいページを目指して、
このたびホームページをリニューアルしました。
URL：�https://www.env.go.jp/chemi/rhm/shiencenter/

　ホームページを初めてご覧になる方でも「知りたい
こと」や「必要な情報」にたどり着きやすい構成にし
ました。パソコンはもちろん、スマートフォン等のモ
バイル機器でも快適にご覧いただけます。

【必要な情報が見つけやすくなりました】
　支援の対象や内容を整理し、初めての方でも目的に
合わせて情報を探しやすい構成にしました。
　テーマごとに情報を整理し、支援内容・対象者・最
新のお知らせが直感的に分かるよう、画面内の配置も
整えました。
　トップページでは最新情報をスライドで表示してお
り、注目コンテンツを一目で確認できます。気になる
項目から目的のページへ進みやすいよう工夫しまし
た。スライド部分には放射線リスコミセンターについ
て、活動内容、放射線教育の支援、移住者日記の内容
を紹介しており、流れに沿ってご覧いただくことで放
射線リスコミセンター及びその活動についてより深く
ご理解いただける構成になっています。
※�スライドは自動で再生されます。画像左右の「＜」
「＞」ボタンをクリックして切り替えることもでき
ます（モバイルの場合は左右にスワイプ）。画像ま
たはタイトルをクリック（タップ）すると、詳細ペー
ジに移動します。

　福島県大熊町の CREVA おおくま内にある「JAEA 
ANALYSiS LAB.（以下、アナリシスラボ）」は、国立
研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下、JAEA）
福島廃炉安全工学研究所が運営する「分析」をテーマ
にした体験型の情報発信施設です。

ホームページリニューアル
のお知らせ

施設紹介
JAEA ANALYSiS LAB.

（大熊町）

こちらからもご覧いただけます→

放射線リスコミセンターホームページのトップページ

【スマートフォン等からの見やすさも重視しました】

　スマートフォン等から見た画面構成や情報の配置を
見直し、外出先からのアクセスでも、時間や場所を問
わずに、ご利用いただけるようになりました。リンク
やボタンは押しやすい大きさ・配置とし、「ちょっと
確認したい」、「その場で説明したい」といったシーン
でも快適にお使いいただけます。今後もホームページ
を通じて、放射線に関する情報や支援活動の内容を、
分かりやすくお伝えしていきます。

スマートフォンで見た画面

施設入口の様子

　分析の魅力を体験しながら楽しめるコーナーや、一
般には立ち入ることのできない大熊分析・研究セン
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ターを大型ビジョンで見学できるバーチャルツアー動
画等を体験できます。また、分析現場で使用してい
る装置や JAEA による研究開発の取組も紹介されてお
り、福島第一原子力発電所の廃炉を支える分析技術や
研究について、子どもから大人まで楽しく学べる施設
として、多くの来館者の関心を集めています。
　「分析」と聞くと、専門的で難しそうなイメージを
持つ人も少なくありません。しかし、アナリシスラボ
では、体験を通して分かりやすく学べる展示が充実し
ており、遊び感覚で参加できる仕掛けが多く、科学に
詳しくない人でも気軽に楽しめるのが特徴です。
　施設内には、分析の力を「見て・体験できる」5つ
のエリアがあります。「ブンセキ・クエスト」は、謎
解き形式の体験コーナーで、「おまんじゅうが消え
た！」、「花びんが突然割れた！」、「誰も触っていない
赤べこが動く？」の 3つの謎について、証拠を集め
ながら犯人を探っていきます。分析技術を使いながら
問題を解決していく内容となっており、科学的な思考
や観察の面白さを体験することができます。特に 10
代から 20代の来館者に人気が高く、ゲーム感覚で楽
しみながら学べる展示となっています。

　また、「アナリシス・シアター」では、“見えないも
のを見てみよう”をテーマに、映像を通じて分析技術
の役割を学ぶことができます。普段はなかなか見るこ
とができない大熊分析・研究センター内の様子や、分
析・観察することが私たちの暮らしをどのように支え
ているのかが紹介されており、研究の世界を身近に感
じられる内容となっています。
　放射線について学べる「ホウシャセン・スコープ」
も注目の展示です。ここでは「霧箱（きりばこ）」と
いう装置を使い、普段は目に見えない放射線の飛跡を
観察することができます。放射線の飛跡の種類も解説
されており、私たちの生活の中にも放射線が存在して
いることを、視覚的に分かりやすく学べるよう工夫さ
れています。この展示は幅広い年代に人気があり、ア
ナリシスラボを代表する体験の一つとなっています。
　さらに、「スケルトン・ラボ」では、実際の JAEA

大熊分析・研究センターで使用されているものと同様
の分析装置を間近で見ることができます。本格的な研
究機器に触れることで、最先端の科学技術をよりリア
ルに感じることができるでしょう。
　このほかにも、JAEAで働く研究者や技術者の仕事、
どのような場所で働いているかを紹介する「アトミッ
ク・フロンティア」という展示もあり、JAEA と廃炉
の未来について理解を深めることができます。

　また、アナリシスラボでは定期的にイベントも開催
されており、水の分析員お仕事体験や工作イベント等、
子ども向けの体験型プログラムが実施されています。
イベント内容は毎回さまざまですが、どの企画も「分
析」や「科学」に興味を持ってもらえるよう工夫され
ており、地域のにぎわいづくりにもつながっています。
　アナリシスラボは、福島の未来を支える「分析」の
大切さを、楽しみながら学べる施設です。専門的な内
容を分かりやすく伝える工夫が随所に施されており、
子どもから大人まで幅広い世代が科学や廃炉への理解
を深めることができます。ぜひ足を運んでみてはいか
がでしょうか。

「ブンセキ・クエスト」体験の様子

緊急時対応車両も展示されています

施設情報　JAEA ANALYSiS LAB.
〒979-1308 
福島県双葉郡大熊町大字下野上字大野116番5
� CREVAおおくま（大熊町産業交流施設）1階
◦開館時間：10:00 ～ 16:00 
◦休館日：火曜日　　◦入場料：無料
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